
鳴
門
市
農
業
委
員
会
は
７
月
25

日
、
改
選
後
初
め
て
の
総
会
を
開

き
、
新
会
長
に
谷
口
清
美
氏
（59
）

を
互
選
し
た
。

谷
口
新
会
長
は
「
鳴
門
市
の
Ｐ

Ｒ
と
と
も
に
、
女
性
農
業
者
の
地

位
の
向
上
に
力
を
尽
く
し
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

市
町
村
農
業
委
員
会
の
会
長
に

女
性
が
就
く
の
は
県
内
で
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、
女
性
な
ら
で

は
の
気
配
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
生
か
し
た
農
業
委
員
会
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

谷
口
氏
は
、
約
３
・
６
㌶
の
農

地
で
、
夫
や
娘
夫
婦
と
一
緒
に
レ

ン
コ
ン
や
米
を
生
産
し
て
い
る
が
、

平
成
23
年
７
月
に
農
業
委
員
と
な

り
現
在
２
期
目
。
１
期
目
は
農
政

部
副
部
会
長
を
務
め
、
Ｊ
Ａ
徳
島

北
女
性
部
長
な
ど
も
歴
任
し
、
レ

ン
コ
ン
茶
の
特
産
化
を
先
導
す
る

な
ど
実
績
を
積
み
重
ね
た
。

現
在
、
鳴
門
市
で
は
、
新
規
就

農
者
に
年
間
１
５
０
万
円
を
給
付

す
る
「
青
年
就
農
給
付
金
」
を
受

け
、
農
業
を
始
め
る
若
者
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
。
そ
ん
な
若

者
を
対
象
に
「
若
年
農
業
者
の
婚

活
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気
込

む
。
「
ま
じ
め
で
一
生
懸
命
な
若

い
農
業
者
に
出
会
い
の
場
を
提
供

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
」

と
自
身
を
お
節
介
お
ば
さ
ん
だ
と

朗
ら
か
に
微
笑
む
。
婚
活
は
、
他

の
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

県
内
全
体
の
担
い
手
を
増
や
し
て

い
く
意
向
だ
。
ま
た
、
谷
口
氏
は

平
成
７
年
の
農
業
者
年
金
制
度
改

正
に
よ
る
県
内
初
の
女
性
加
入
者

で
も
あ
る
。
家
族
経
営
協
定
の
締

結
を
勧
め
て
、
女
性
の
地
位
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
意
向
で
、
「
老

後
の
安
心
の
た
め
に
も
是
非
女
性

農
業
者
の
加
入
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
述
べ
た
。

他
に
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、
鳥

獣
害
、
ミ
ド
リ
ガ
メ
の
レ
ン
コ
ン

の
食
害
な
ど
難
題
が
山
積
し
て
い

る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
問
題
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
て
必
ず
そ
こ
で

終
わ
ら
せ
な
い
。
農
業
者
の
声
を

行
政
の
場
に
あ
げ
て
い
く
方
針
だ
。

（
笹
賀

圭
）
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．
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．
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･
･
･

６

有
識
者
ら
で
つ
く
る
政
策
発
信

組
織
「
日
本
創
成
会
議
」
か
ら
衝

撃
的
な
デ
ー
タ
が
本
年
５
月
に
発

表
さ
れ
た
。
若
年
女
性
人
口
が
２

０
１
０
年
か
ら
２
０
４
０
年
に
か

け
て
減
少
し
、
全
国
で
は
約
半
分

の
市
町
村
が
、
徳
島
県
で
は
約
７

割
の
17
市
町
村
が
消
滅
の
可
能
性

が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

消
滅
の
可
能
性
が
高
い
市
町
村

は
、
農
業
の
担
い
手
が
少
な
く
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
つ
つ
あ
る

市
町
村
と
完
全
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。自

治
体
を
将
来
的
に
維
持
し
て

い
く
に
は
、
若
者
の
就
農
支
援
策

を
充
実
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
全
体
で
生
産
活
動
を
支
え
て

い
く
。
ま
ず
は
地
産
地
消
の
取
り

組
み
か
ら
始
め
、
次
に
若
者
に
農

地
を
集
積
し
、
生
産
拡
大
を
進
め

て
い
く
。

生
産
し
た
農
産
物
は
安
定
し
た

価
格
で
販
売
で
き
る
価
格
保
障
制

度
の
創
設
な
ど
、
「
も
う
か
る
農

業
の
実
現
」
の
た
め
の
施
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
国
・
県
・
市
町

村
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（

隔
山

普
宣
）

あ
ぜ
道
の
声

県内で初めて女性会長に就任した谷口清美氏（前列中央）

鳴門市農業委員会に女性会長誕生
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平
成
26
年
度
検
討
・結
論
、
法

律
上
の
措
置
が
必
要
な
も
の

は
次
期
通
常
国
会
に
関
連
法

案
の
提
出

▽
選
挙
・
選
任
方
法
の
見
直
し

農
業
委
員
会
の
使
命
を
的
確
に

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
適
切
な
人

物
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確

実
に
委
員
に
就
任
す
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
選
挙
制
度
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
議
会
推
薦
・
団
体
推

薦
に
よ
る
選
任
制
度
も
廃
止
し
、

市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す

る
市
町
村
長
の
選
任
委
員
に
一
元

化
す
る
。
そ
の
際
、
事
前
に
地
域

か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行
え
る

こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
長
は
、

農
業
委
員
の
過
半
は
認
定
農
業
者

の
中
か
ら
選
任
し
、
ま
た
、
利
害

関
係
が
な
く
公
正
に
判
断
で
き
る

者
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
機
動
的
な
対
応
を
可
能

と
す
る
た
め
、
農
業
委
員
は
現
行

の
半
分
程
度
の
規
模
と
す
る
。

さ
ら
に
、
女
性
・
青
年
農
業
委

員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
。
な
お
、

委
員
に
は
そ
の
職
務
の
的
確
な
遂

行
を
前
提
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
報

酬
を
支
払
う
よ
う
報
酬
水
準
の
引

上
げ
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
設農

業
委
員
会
の
指
揮
の
下
で
、

担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
各
地
域
に

お
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担

い
手
の
育
成
・
発
展
の
支
援
を
推

進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（仮
称
）の
設
置
を
法
定
化
す
る
。

な
お
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
農
業
委
員
会
が
選
任
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
事
前
に
地

域
か
ら
の
推
薦
・
公
募
等
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
数
を

選
任
し
、
報
酬
は
、
市
町
村
毎
に

一
定
の
ル
ー
ル
の
枠
内
で
支
給
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

▽
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農

業
会
議
所
の
見
直
し

農
業
委
員
会
の
見
直
し
に
併
せ

て
、
都
道
府
県
農
業
会
議
、
全
国

農
業
会
議
所
に
つ
い
て
は
、
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
見
直
し
、
農
業
委
員

会
の
連
絡
・
調
整
、
農
業
委
員
会

の
業
務
の
効
率
化
・
質
の
向
上
に

資
す
る
事
業
、
農
地
利
用
最
適
化

の
優
良
事
例
の
横
展
開
、
法
人
化

の
推
進
、
法
人
経
営
等
担
い
手
の

組
織
化
及
び
そ
の
経
営
発
展
の
支

援
、
新
規
参
入
の
支
援
等
を
行
う

法
人
と
し
て
、
都
道
府
県
・
国
が

法
律
上
指
定
す
る
制
度
に
移
行
す

る
。

▽
行
政
庁
へ
の
建
議
等
の
業
務
の

見
直
し

農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
意
見
公
表
、
行
政
庁

へ
の
建
議
等
の
業
務
は
、
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

業
務
か
ら
除
外
す
る
。

平
成
26
年
度
検
討
・
結
論
、

平
成
27
年
度
措
置

▽
農
業
委
員
会
の
事
務
局
の
強
化

農
業
委
員
会
の
事
務
局
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
市
町
村
に
よ
る
事

務
局
の
共
同
設
置
や
事
務
局
員
の

人
事
サ
イ
ク
ル
の
長
期
化
の
実
施

な
ど
に
よ
り
業
務
の
円
滑
な
実
施

が
で
き
る
よ
う
体
制
を
強
化
す
る
。

▽
情
報
公
開
等

農
業
委
員
会
は
、
そ
の
業
務
の

執
行
状
況
を
農
業
者
等
の
関
係
者

に
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
発
信
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地

の
利
用
状
況
調
査
を
毎
年
、
確
実

に
行
い
、
農
地
ご
と
に
そ
の
利
用

状
況
を
公
表
す
る
。

農
林
水
産
省
及
び
都
道
府
県
農

政
部
局
は
、
農
業
委
員
会
の
業
務

の
執
行
状
況
に
関
す
る
情
報
公
開

を
行
い
、
農
業
委
員
会
に
対
す
る

適
切
な
助
言
、
支
援
等
を
行
う
。

▽
遊
休
農
地
対
策

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
利
用

関
係
の
調
整
、
農
地
中
間
管
理
権

の
取
得
に
関
す
る
協
議
の
勧
告
等

の
業
務
を
着
実
に
実
施
す
る
も
の

と
す
る
ほ
か
、
農
地
中
間
管
理
機

構
が
必
要
に
応
じ
て
農
業
委
員
会

に
対
し
て
利
用
意
向
調
査
の
実
施

を
促
す
仕
組
み
を
つ
く
る
。

▽
違
反
転
用
へ
の
対
応

優
良
農
地
の
確
保
の
業
務
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
、
違
反
転
用
事

案
に
つ
い
て
、
権
限
を
有
す
る
都

道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣

に
対
し
て
農
業
委
員
会
が
権
限
行

使
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
る
。

▽
転
用
制
度
の
見
直
し

植
物
工
場
、
販
売
加
工
施
設
な

ど
農
業
の
６
次
産
業
化
・
成
長
産

業
化
に
資
す
る
農
地
の
転
用
に
つ

い
て
、
よ
り
円
滑
な
転
用
を
可
能

と
す
る
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
う
。

平
成
26
年
度
検
討
開
始

▽
転
用
利
益
の
地
域
の
農
業
へ
の

還
元農

地
流
動
化
の
阻
害
要
因
と
な

る
転
用
期
待
を
抑
制
す
る
観
点
か

ら
、
転
用
利
益
の
地
域
農
業
へ
の

還
元
等
、
公
平
で
実
効
性
の
あ
る

方
策
に
つ
い
て
中
長
期
的
に
検
討

を
進
め
る
。

（
安
芸

卓
生
）

農
業
委
員
会
制
度
改
革
の
概
要

平
成
26
年
６
月
24
日
に
規
制
改
革
実
施
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
農

業
委
員
会
等
の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
本
年
11
月
末
ま
で
に
詳
細
の
取
り
ま
と
め
が

な
さ
れ
、
法
律
上
の
措
置
が
必
要
な
も
の
は
次
期
通
常
国
会
に
関
連
法

案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。



任
期
満
了
に
伴
う
第
22
回
農
業

委
員
統
一
選
挙
が
、
県
内
17
市
町

村
で
行
わ
れ
、
２
６
８
人
の
新
し
い

農
業
委
員
が
決
ま
っ
た
。
上
板
町
で

は
定
数
よ
り
１
人
少
な
い
11
人
が

選
出
さ
れ
た
。
ま
た
今
回
の
選
挙
で

選
ば
れ
た
女
性
農
業
委
員
は
６
人

だ
が
、
選
任
農
業
委
員
と
非
改
選

農
業
委
員
会
委
員
を
含
め
る
と
、

女
性
農
業
委
員
は
全
体
で
31
名
と

な
っ
た
。
任
期
は
７
月
20
日
か
ら
平

成
29
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。

当
選
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

徳
島
市
（28
）
（
）内
は
定
数

井
川
洋
二
、
多
田
忠
明
、
福
髙
利

明
、
岸
本
昇
、
中
野
耕
一
、
大
貝
美

治
、
大
平
雅
義
、
岸
野
重
幸
、
川
人

泰
博
、
佐
々
木
永
薫
、
森
政
雄
、
松

浦
英
一
、
植
田
美
惠
子
、
清
川
雅

德
、
髙
畠
元
治
、
品
山
昌
美
、
藤
本

裕
造
、
近
藤
浩
二
、
鎌
田
良
昭
、
野

口
芳
久
、
朝
田
三
郎
、
谷
川
興
一
、

坂
東
政
義
、
西
一
、
能
田
義
弘
、
金

澤
敬
治
、
山
本
孝
、
槙
茂
徳

鳴
門
市
（25
）

濱
史
郎
、
岸
野
和
男
、
中
井
弘
、
板

東
幸
雄
、
友
行
昭
、
齋
藤
貴
美
、
大

塚
武
久
、
大
西
善
郎
、
源
崎
公
一
、

林
孝
典
、
喜
瀬
康
信
、
新
居
誠
二
、

向
栄
治
、
上
原
邦
吉
、
廣
瀬
元
則
、

磯
﨑
和
彦
、
小
田
常
雄
、
木
下
茂
、

渡
邉
正
、
喜
馬
邦
雄
、
吉
田
哲
夫
、

柴
田
精
治
、
近
藤
敏
晴
、
野
田
重

雄
、
亀
井
俊
一

小
松
島
市
（25
）

金
西
章
、
前
田
久
、
柳
生
英
一
、
久

田
裕
、
高
橋
勇
男
、
湯
浅
友
子
、
青

柳
侑
、
栗
本
謙
二
、
福
壽
義
憲
、
谷

知
勇
一
、
原
保
一
、
矢
野
利
幸
、
早

川
裕
一
、
江
口
清
三
、
黒
田
敬
司
、

勝
瀬
福
一
、
村
岡
満
雄
、
川
井
弘

治
、
岸
野
信
之
、
松
﨑
忠
直
、
青
木

正
廣
、
藤
野
英
幸
、
丸
本
公
一
、
杉

本
勝
、
村
瀨
清

美
馬
市
（30
）

長
浦
勝
幸
、
黒
川
邦
晴
、
藤
澤
正

平
、
逢
坂
章
、
金
谷
和
夫
、
北
岡
健

治
、
鎌
田
利
昭
、
苛
原
司
、
田
中
耕

治
、
平
尾
雄
志
、
山
内
國
宏
、
西
岡

登
、
西
條
一
男
、
三
笠
桂
司
、
大
久

保
孝
雄
、
藤
川
房
一
、
宇
山
崇
司
、

國
見
朗
、
小
田
一
夫
、
伊
良
原
和

夫
、
櫻
間
芳
幸
、
藤
岡
由
信
、
篠
原

豊
、
武
田
大
三
郎
、
安
達
英
雄
、
松

家
安
信
、
勢
古
光
男
、
松
浦
良
和
、

佐
古
晴
夫
、
大
崎
憲
一

勝
浦
町
（10
）

瀬
戸
正
彦
、
片
山
博
之
、
松
本
良

信
、
花
岡
吉
德
、
吉
田
和
弘
、
立
石

竹
夫
、
中
根
義
廣
、
小
山
善
昭
、
宮

本
仁
志
、
大
西
國
司

上
勝
町
（８
）

高
石
雅
弘
、
長
岡
政
司
、
東
原
良

夫
、
金
児
利
延
、
竹
中
充
代
、
美
馬

富
久
、
田
中
貴
代
、
山
田
武
志

佐
那
河
内
村
（10
）

谷
渕
孝
雄
、
星
山
隆
啓
、
東
條
操
、

長
江
操
、
山
本
光
雄
、
山
下
哲
男
、

松
長
護
、
和
久
義
弘
、
大
西
整
、
森

﨑
茂

石
井
町
（10
）

久
米
通
理
、
鈴
木
研
司
、
石
川
一

郎
、
矢
部
幸
一
、
祖
上
俊
郎
、
有
持

尚
男
、
梶
野
利
男
、
河
野
哲
二
、
青

木
正
明
、
貝
原
久
雄

神
山
町
（12
）

佐
々
木
善
兼
、
河
野
博
行
、
原
田

正
信
、
相
原
利
章
、
阿
部
銀
一
郎
、

田
中
一
重
、
上
杉
茂
市
、
竹
本
公

三
、
田
中
久
博
、
粟
飯
原
充
志
、
渡

邊
弘
幸
、
森
昌
槻

那
賀
町
（18
）

近
藤
康
夫
、
片
山
敬
治
、
村
田
衛
、

延
清
三
代
至
、
瀧
賢
一
、
早
川
幸

男
、
株
田
茂
、
湯
浅
善
光
、
亀
代
高

男
、
前
川
雅
壽
、
竹
内
稔
治
、
吉
田

行
雄
、
原
田
敏
男
、
武
内
力
、
野
口

穂
、
西
浦
冨
夫
、
坂
田
正
則
、
中

田
公
司

牟
岐
町
（８
）

谷
口
芳
孝
、
藤
原
健
一
、
横
尾
昇
、

井
上
正
雄
、
築
地
稔
之
、
竹
山
延

広
、
内
山
和
行
、
小
林
章

松
茂
町
（11
）

内
海
泰
幸
、
前
田
安
彦
、
坂
東
良

治
、
坂
﨑
久
米
一
、
吹
上
松
夫
、
佐

藤
重
明
、
和
西
広
典
、
藤
井
一
、

村
田
孝
雄
、
藤
川
義
則
、
島
田
茂

北
島
町
（11
）

新
見
均
、
天
羽
浩
教
、
古
川
博
文
、

伊
賀
貢
、
米
本
誠
、
真
島
保
夫
、
山

田
茂
、
坂
本
哲
男
、
大
津
浩
二
、

米
本
善
政
、
松
浦
宥
吉

藍
住
町
（16
）

岡
田
時
昭
、
横
手
忠
男
、
石
田
保

夫
、
中
内
一
秀
、
木
内
敏
文
、
福
本

武
司
、
森
内
利
昇
、
山
本
儀
一
、
向

將
勝
、
木
内
章
司
、
澤
信
行
、
大
道

康
夫
、
松
田
治
、
中
道
敏
明
、
大
西

昭
雄
、
山
田
篤
雄

板
野
町
（15
）

稲
垣
哲
、
増
原
正
章
、
久
米
文
雄
、

山
本
英
雄
、
近
藤
明
史
、
圓
藤
賢

一
、
髙
原
吉
朗
、
関
本
一
博
、
赤
澤

浩
幸
、
三
木
悟
、
岡
昇
、
市
川
昭
惠
、

上
野
功
、
稲
城
國
春
、
友
成
繁
昭

上
板
町
（12
）

早
渕
重
晴
、
辰
巳
忠
、
板
東
弘
和
、

杢
保
素
典
、
安
藝
正
勝
、
三
木
利

將
、
本
浄
武
一
、
手
塚
孝
一
、
阿
部

正
夫
、
安
藝
佳
文
、
武
知
正
敏

つ
る
ぎ
町
（20
）

桑
平
稔
、
中
尾
富
士
雄
、
宇
山
晴

雄
、
小
栗
利
文
、
小
倉
正
、
堀
部
勝

博
、
岡
本
伸
清
、
高
尾
春
美
、
坂
本

誠
治
、
松
岡
和
夫
、
藤
村
晃
、
三
反

田
哲
雄
、
木
田
伸
治
、
眞
鍋
ソ
ヨ
子
、

柴
田
純
二
、
三
宅
久
雄
、
丸
本
昭
、

塩
田
勇
、
浅
川
虎
夫
、
大
森
豊
春

晴
れ
の
受
賞
お
慶
び

「平
成
26
年
度
徳
島
県
表
彰
式
」

が
６
月
４
日
、
徳
島
県
庁
で
執
り
行

わ
れ
、
飯
泉
嘉
門
知
事
か
ら
勝
浦

町
農
業
委
員
会
森
内
智
会
長
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

森
内
会
長
は
平
成
８
年
に
勝
浦

町
の
農
業
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

平
成
26
年
ま
で
18
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
精
励
さ

れ
、
特
に
、
平
成
23
年
か
ら
平
成
26

年
ま
で
は
勝
浦
町
農
業
委
員
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
、
徳
島
県
農
業
会

議
の
１
号
会
議
員
と
し
て
適
正
な

農
地
行
政
の
執
行
と
円
滑
な
農
業

委
員
会
活
動
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞

は
、
県
下
農
業
委
員
会
組
織
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に
果

た
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

（
隔
山

普
宣
）
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員
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挙
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果
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新
規
就
農
者
の
経
営
確

立
に
向
け
新
事
業
ス
タ
ー

ト
徳
島
県
は
徳
島
県
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
と
協
力
し
て
、

青
年
就
農
給
付
金
経
営
開
始
型
を

受
給
す
る
新
規
就
農
者
等
が
、
地

域
で
円
滑
に
就
農
定
着
で
き
る
よ

う
「
新
規
就
農
者
チ
ュ
ー
タ
ー
支

援
事
業
」
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

本
事
業
の
内
容
は
、
新
規
就
農

者
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題

（
農
業
技
術
の
向
上
・
地
域
の
慣

習
へ
の
対
応
等
）
に
つ
い
て
、
地

域
の
指
導
農
業
士
や
篤
農
家
が
チ
ュ
ー

タ
ー
（
助
言
者
）
と
し
て
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
助
言
指
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、
課
題
解
決
を
図
り
、
地

域
へ
の
就
農
定
着
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
助
言
指
導
申
込

書
（
チ
ラ
シ
裏
面
）
を
県
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
に
送
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と

連
絡
を
取
り
、
新
規
就
農
者
等
に

対
す
る
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

左
の
チ
ラ
シ
は
、
市
町
村
・
農

業
委
員
会
・
県
関
係
機
関
の
窓
口

に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是

非
お
勧
め
下
さ
い
。

（
徳
島
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
事
務
局

田
中

智
）

農
作
業
中
の
熱
中
症
事
故
は
毎

年
発
生
し
て
お
り
、
特
に
気
温
の

高
い
７
月
～
８
月
に
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
差
し
を
遮
り
、
汗
を
逃
が
し

や
す
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。
つ

ば
の
広
い
帽
子
、
綿
や
麻
な
ど
の

自
然
素
材
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
な

ど
に
使
わ
れ
る
吸
汗
・
速
乾
性
に

優
れ
た
素
材
の
服
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。
や
む
を
得
ず
、
熱
が
こ
も
る

服
装
を
す
る
時
は
、
涼
し
い
日
や

時
間
帯
を
選
び
、
作
業
時
間
を
短

く
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
作
業
は
同
じ
よ
う
な
姿
勢
で

い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

屈
伸
運
動
す
る
な
ど
、
こ
ま
め
に

全
身
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
長
時
間
の
作
業
を
避

け
、
こ
ま
め
に
日
陰
で
休
憩
を
取

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ

ば
二
人
以
上
で
作
業
を
行
い
、
体

調
不
良
時
は
我
慢
せ
ず
不
調
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

▼
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に
作
業

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
暑
い
時
間
帯
に
作
業

を
す
る
時
は
、
休
憩
を
こ
ま
め
に

と
り
、
作
業
時
間
を
短
く
す
る
な

ど
、
工
夫
を
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
作
業
を
始
め
た
初

日
は
、
作
業
時
間
を
短
く
し
、
負

荷
の
低
い
作
業
を
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
水
分
は
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ

う
。
草
む
し
り
や
収
穫
作
業
な
ど
、

そ
れ
ほ
ど
体
を
動
か
さ
な
い
作
業

で
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
汗

を
か
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢

者
は
水
分
不
足
や
暑
さ
を
感
じ
に

く
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
喉
が
渇

く
前
に
積
極
的
に
水
を
飲
み
ま
し
ょ

う
。
大
量
に
汗
を
か
く
場
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
塩
分

も
補
い
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
な
ど
気
温
が
上

昇
し
や
す
い
施
設
内
で
の
作
業
は
、

風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
室

内
の
換
気
を
し
て
、
熱
が
こ
も
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
節
電

を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
健
康
を
害

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
す
る
頭
痛
や

め
ま
い
、
吐
き
気
、
立
ち
く
ら
み
、

倦
怠
感
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
暑
い
場
所
に
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
全
く
汗
を
か
か
な
い
、

皮
膚
が
乾
燥
し
て
い
る
、
触
る
と

と
て
も
熱
を
も
っ
て
い
る
、
な
ど

の
症
状
が
あ
っ
た
ら
危
険
信
号
で

す
。

▼
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、
で
き

れ
ば
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室

内
な
ど
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

衣
服
を
脱
が
せ
て
、
体
か
ら
熱
が

逃
げ
る
の
を
助
け
ま
す
。

露
出

し
た
皮
膚
に
水
を
か
け
、
う
ち
わ

や
扇
風
機
な
ど
で
あ
お
ぐ
こ
と
で

体
を
冷
や
し
ま
す
。

氷
の
う
な

ど
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
首
す
じ
、

脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
、
股

関
節
あ
た
り
に
当
て
る
こ
と
も
有

効
で
す
。

▼
意
識
が
な
い
、
自
分
で
水
を
飲

め
な
い
時
は
、
緊
急
で
医
療
機
関

に
搬
送
す
る
こ
と
が
最
優
先
の
対

処
方
法
で
す
。
１
１
９
番
な
ど
救

急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

場
合
で
も
救
急
隊
の
到
着
前
か
ら

冷
却
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

（
安
芸

卓
生
）

夏
場
の
熱
中
症

対
策
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（日
本
公
庫
）徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等

の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商
談

会
の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
の

経
営
改
善
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
開
催

８
月
20
・21
日
の
２
日
間
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（東
京
都
江
東
区
）で
、

当
公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
４
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産
物
及
び

そ
の
加
工
食
品
に
限
定
し
た
商
談

会
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
も
の

で
、
出
展
者
は
約
５
０
０
、
来
場
者

は
２
日
間
で
約
１
万
３
千
人
に
の
ぼ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
の
徳
島
県
か
ら
の
出
展
予

定
は
26
経
営
体
と
な
り
ま
し
た
。

県
が
昨
年
度
に
引
続
き
出
展
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
予
算
措
置

を
講
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
過
去
最

高
の
出
展
者
数
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

生
産
物
の
販
路
の
拡
大
を
考
え

て
お
ら
れ
る
方
等
、
将
来
の
出
展

を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
度

ご
見
学
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
な
お
、
会

場
へ
の
入
場
に
は
特
別
招
待
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
、
日
本
公
庫
徳
島
支
店
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
実
質
無
利
子

化
措
置
に
つ
い
て

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

認
定
農
業
者
向
け
資
金
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、
「人
・農
地

プ
ラ
ン
」の
中
心
的
経
営
体
に
対
し

て
は
、
特
例
と
し
て
実
質
無
利
子

化
措
置
（融
資
後
５
年
間
）が
措
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
無
利
子

化
措
置
に
つ
い
て
は
予
算
の
制
約
が

あ
り
、
全
国
ベ
ー
ス
で
既
に
予
算
枠

の
３
割
以
上
が
消
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
利
用
を
ご
希
望
の

方
は
、
早
め
に
公
庫
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「青
年
等
就
農
資
金
」運
用
開
始
に

向
け
て
の
体
制
整
備
状
況

市
町
村
が
認
定
し
た
認
定
新
規

就
農
者
（新
規
就
農
又
は
就
農
か

ら
５
年
以
内
の
青
年
等
及
び
法
人

（青
年
等
が
役
員
の
過
半
を
占
め
て

い
る
も
の
））に
、
無
利
子
・無
担
保
・

無
保
証
人
で
利
用
い
た
だ
け
る
青

年
等
就
農
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
行
政
手
続
き
を
経
た
の
ち
に
利

用
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
前
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

徳
島
県
に
お
い
て
、
現
時
点
で
青

年
等
就
農
資
金
を
融
資
で
き
る
体

制
が
整
っ
た
市
町
村
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
庫
は
、
具
体
的
な
需
要
が
判

明
し
た
市
町
村
に
対
し
て
、
重
点

的
に
早
期
の
体
制
整
備
を
働
き
か

け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
県
の
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の

促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改
正

６
月
２
日
付
け
で
改
正
さ
れ
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

○
市
町
村
の
農
業
経
営
基
盤
の
強

化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
の

改
正現

時
点
で
基
本
構
想
が
改
正
さ

れ
た
市
町
村
は
１
町
で
す
。

○
市
町
村
特
別
融
資
制
度
推
進
会

議
設
置
要
領
の
改
正

現
時
点
で
設
置
要
領
の
改
正
が

な
さ
れ
た
の
は
、
３
市
で
す
。

（い
ず
れ
も
、
７
月
24
日
現
在
で
、

公
庫
が
把
握
し
て
い
る
も
の
で
す
。
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
一
ー
五
八

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
農
産
物

を
海
外
輸
出

上
勝
町
の
阪
東
食

品
・海
外
へ
ユ
ズ
酢
等

を
輸
出

上
勝
町
の
山
間
部
に
あ
る
阪
東

食
品
は
、
有
機
の
ゆ
ず
、
す
だ
ち

を
生
産
し
、
ポ
ン
酢
や
ド
リ
ン
ク

に
加
工
、
販
売
ま
で
を
行
い
、
最

近
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
て
輸

出
し
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。

阪
東
食
品
の
阪
東
高
英
さ
ん

（46
）は
「
外
国
車
販
売
の
企
業
に

勤
め
て
い
た
関
係
で
、
海
外
志
向

が
元
々
あ
り
、
国
内
で
の
有
機
農

産
物
の
需
要
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
買
い
手
を
求
め
て
海
外
に
目

を
向
け
た
」
と
語

る
。最

初
は
英
語
で

身
振
り
手
振
り
で

交
渉
し
て
い
た
が
、

現
在
は
人
脈
が
広

が
り
現
地
の
通
訳

を
介
し
て
交
渉
を

行
っ
て
い
る
。

昨
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
行
わ
れ
る
世

界
各
国
の
64
社
以

上
の
有
名
メ
ー
カ
ー

と
15
万
人
の
専
門
業
者
が
集
ま
る

世
界
最
大
の
食
品
メ
ッ
セ
「
ア
ヌ
ー

ガ
２
０
１
３
」
に
自
身
の
農
産
物

を
出
店
し
、
好
評
を
得
て
顧
客
を

獲
得
し
て
い
る
。

海
外
に
向
け
た
商
品
は
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
り
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
が
、
反
面
で
、
輸
送
費
が

高
く
か
か
る
た
め
、
輸
送
ル
ー
ト

に
つ
い
て
考
え
る
毎
日
だ
。

現
在
は
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
、
中
国
と
取
引
を
行
っ
て

い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
土
に
売
り
出
し
た
い
と
熱
く

語
っ
た
。

（
笹
賀

圭
）

（
写
真
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
機

関
の
認
証
を
受
け
た
ユ
ズ
、
ス
ダ

チ
等
の
果
汁
商
品
）



場           所 対  象  者

　４日 農地台帳システム改修説明会 徳島グランヴィリオホテル 農業委員会職員、ＳＥ等

　５日～　６日 西日本ブロック農政・農地専門地区別会議 香川県社会福祉センター 農業会議担当職員

２０日 若年者就職マッチングフェアー ホテルクレメント徳島 若年就職・就農等希望者

２１日 徳島県農業会議第104回総会 徳島グランヴィリオホテル 農業会議員

２１日 徳島県農業会議常任会議員互選会 徳島グランヴィリオホテル 農業会議員

２８日～２９日 農業法人協会中国四国ブロック交流会 高知県下 農業法人協会会員

２９日 徳島県農業会議第４０７回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

　４日　 都道府県農業会議事務局長会議 東京：蚕糸会館 農業会議事務局長

　５日 市町村農業委員会職員研修会 ホテル千秋閣 農業委員会職員

１１日 都道府県農業会議会長会議 都市センターホテル 農業会議会長

１６日 新任農業委員研修 徳島グランヴィリオホテル 新任農業委員

１７日 徳島県農業会議第４０８回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

２０日 新・農業人フェアー 池袋サンシャインシティ 新規就農・就業希望者

２９日 徳島県重点農業施策の建議 徳島県庁秘書課 農業会議農政専門委員

　４日 新・農業人フェアー 大阪マーチャントダイズマートビル 新規就農・就業希望者

　６日 農業者年金加入推進部長特別研修会 徳島グランヴィリオホテル 年金加入推進部長

　９日～１１日 徳島ビジネスチャレンジメッセ アスティ徳島 一般

１６日～１７日 西日本ブロック農委職員現地研究会 松江市ホテル白鳥 農業委員会職員

１０月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

８月

９月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

４月 13,633 0 1,828 3,017 5,082 0 140 0 0 37,573 61,273

５月 2,491 0 407 11,746 4,538 0 891 0 2,962 60,349 83,384

６月 8,367 2,937 200 6,416 7,415 0 226 2,529 0 71,066 99,156

合計 24,491 2,937 2,435 21,179 17,035 0 1,257 2,529 2,962 168,988 243,813

農地法第４条・第５条転用許可の面積

手づくり情報誌 第30号 かけはし21 平成26年8月5日< 6 >

全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

女性農業委員が増加・役割発揮に期待

安倍政権では、女性の活用を「成長戦略の中核」と位置づ

け、指導的な地位を占める女性の割合を増やしていこう とし

ているが、本県では、今期の統一改選により、女性委員が選

任委員も含め３１名に増加した。また、県内で初の女性会長

も誕生し、今秋には女性委員の組織化も予定されるなど、新

たな視点に立った農業委員会活動に期待している。（丸山）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議

員
会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第

４
条
・
第
５
条
の
転
用
許
可
面

積
は
左
表
（
４
月
～
６
月
）
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

26
年
度
版

農
家
相
談
の
手
引

全
国
農
業
図
書
の
農
家
向
け
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
エ
ッ

セ
ン
ス
を
１
冊
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
ま
た
は
地
域
リ
ー

ダ
ー
が
農
家
か
ら
相
談
を
受
け
る

際
に
、
制
度
や
施
策
の
要
点
に
つ

い
て
説
明
す
る
資
料
と
し
て
、
ま

た
各
種
研
修
会
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
活
用
く
だ
さ
い
。

―

主
な
内
容

―

序

章

相
談
の
心
得

第
１
章

農
地
と
担
い
手
を
確
保

し
よ
う

第
２
章

経
営
を
発
展
さ
せ
よ
う

第
３
章

支
援
制
度
を
活
用
し
よ

うＡ
４
判
・
１
１
４
頁

定
価
６
２
２
円

農地法第４条・第５条転用許可面積


